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　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委員長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２４年第１２回教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、寺西次長、小池庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、矢部指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、代田中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により今井委員にお願いいたします。

　本日の委員会は２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

　それでは、議事に入ります。

○議事
日程第一　議案第１４号　平成２４年度板橋区登録文化財の諮問について

（生涯学習課）

委員長　　日程第一　議案第１４号「平成２４年度板橋区登録文化財の諮問について」、生涯学習課長から説明願います。
生涯学習課長　　それでは、平成２４年度の文化財の登録指定について、お諮りするものでございます。
　諮問事項は、新たに登録するものが、有形文化財４件と記念物１件でございます。
　提案理由は、記載のとおり、文化財保護条例に基づき、板橋区文化財保護審議会へ諮問する必要があるためでございます。

　それでは、「平成２４年度板橋区文化財保護審議会への諮問概要」をご覧ください。

　まず、１、安井芳一家文書でございます。

　安井芳一家は、安井新兵衛家より分かれた徳丸の旧家でございます。

　この資料は、当家が江戸時代に徳丸本村の組頭や年寄を、明治以降には赤塚村役場収入役などを務めることに伴い作成され、伝来されたものでございまして、中でも江戸時代に徳丸ケ原で行われました砲術訓練や、近代の役場資料は貴重でございます。東京都指定文化財でございます安井家文書とともに、徳丸地域の歴史を明らかにする上で貴重な資料でございます。

　続いて、２、齋藤商店でございます。こちらは志村坂上駅近くにございます齋藤商店でございますが、昭和８年の中山道拡幅に伴いまして新築された建物でございまして、国産材を使用し、宮大工が建てたとされております。

　建物は、原木商を営む店舗と住居が一体となっており、入母屋造りの平屋に２階を乗せた複雑な構成を持つ建物でございます。

　外観は、２階の窓の手摺に寺社の高欄の反りを持たせ、外壁には真壁漆喰塗りを施すなどの特徴がございまして、志村一里塚と一体化した、町のランドマークとして親しまれ、平成４年には「活き粋いたばしまちなみ景観賞」に選ばれております。

　区の近代和風建築を明らかにする上で重要な建築物ということでございます。

　３番、帝都幼稚園付門柱でございますが、こちらは音楽家の山本正夫氏が、昭和１１年に帝都学園女学校を創設しまして、その幼稚部の常盤台幼稚園が現在地に立地したということでございます。
　昭和２３年に火災で校舎が消失したことによりまして、中学校、高等学校は廃止となり、その跡地は現常盤台小学校になったわけでございますが、一部、焼失を免れた建物を改造し、昭和２６年に財団法人帝都幼稚園として再出発して、現在に至っております。よって、建築物につきましては開校以来のものと考えられます。

　また、園正面の門柱は昭和３９年に卒業生が寄贈しておりますが、南常盤台在住の童画家、武井武雄氏の設計によるものでございまして、それ自体も貴重な資料でございます。
　常盤台住宅の開発当時の建物が消えつつある中、帝都幼稚園の園舎は貴重な存在であると同時に、区の近代の歴史や建築史を明らかにする上で重要な資料ということでございます。

　現物の写真を持ってきました。これが門柱です。こういう形で、これが有名な方が設計されたということでございます。
　４番、阪昌周歯髪の碑でございます。

　この碑は、大和町の日曜寺にございます。日曜寺は、１７１１年から１７年に宥慶比丘により開かれ、宥慶に帰依した徳川吉宗の二男、田安宗武により伽藍の造営や、愛染明王木像等が奉納されまして、同家の祈願寺として整備されました。
　その後は、真言宗霊雲寺派の寺院として現在に至っております。

　阪昌周は、幕府の連歌師里村昌迪の子供で、連歌宗匠として幕府の連歌始めなどに出仕しております。

　当資料は、天明４年（１７８４）に亡くなった昌周のために、長男の昌文が日曜寺へ歯と髪を埋めて建てたもので、江戸時代以来の日曜寺への信仰を示すものの一つとして貴重でございまして、区の歴史上重要なものと認められるものでございます。

　最後に、５でございます。氷川町氷川神社富士塚でございます。
　富士塚につきましては、３月にも赤塚氷川神社富士塚のご説明をさせていただきましたので、ごく簡単に説明いたします。

　富士塚は、江戸時代後期以降、庶民が富士山を登拝するために結成された富士講中によってつくられたもので、富士塚に登拝すれば同様のご利益があるとされたものでございます。

　氷川町氷川神社の富士塚は、富士信仰の中興の祖とされる伊藤身禄の直弟子で、板橋宿平尾に住んでいた永田長四郎が講祖となった永田講によって、１８５５年につくられた区内最古の富士塚でございます。なお、永田講の祭具につきましては、区指定の有形民俗文化財となっております。

　当富士塚は、下板橋宿の鎮守であります氷川神社の境内地にありまして、当該地域及び周辺地域における富士山登拝講の活動状況や地域の歴史、信仰、民俗・風習などの実態について考察を行う上で貴重な史跡でございます。
　以上、有形文化財４件、記念物１件を、区の登録文化財として文化財保護審議会に諮問したいと思っておりますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。
　本日の教育委員会でご了承いただけますと、７月２０日に開催いたします平成２４年度第１回板橋区文化財保護審議会で諮問する予定でございます。

　ご説明は以上でございます。

委員長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教育長　　３番の帝都幼稚園は、幼稚園の園舎と門柱ということですか。

生涯学習課長　　そうですね。園舎も写真を持ってきましたけれども、非常に古くて、ノスタルジックな感じのする趣を持っていまして、これは、ずっとつくられたままの姿でございます。

委員長　　例えば、こういった文化財に登録されると、改修とか、そういった面で制限が出てくるのですか。

生涯学習課長　　制限というか、こちらで文化財の保護に努めてくださいということでお話をさせていただきますので、一定の色々ご配慮をお願いしているところでございます。

　当然、所有者には、こういうことで登録させていただきたいというふうなことをご了解いただいてやっていきますので、そういうことでご理解いただいているところでございます。

委員長　　あと、今回、古文書がまた３５３点登録されていますけれども、これを全部解読されているのかどうかというのが非常に疑問な面があって、多分、色々、人手の面で、なかなか全部解読するまでには至っていないんだということを聞いておりまして、できれば、その辺もできるといいなと思っております。
生涯学習課長　　結構、長期的に色々調べ上げて、今回お諮りするものでございます。生涯学習課の学芸員とか文化財専門員の方でかなり調べた結果、今回、これがよろしいかということでお話しさせていただいております。

　今後とも、その辺については、資料等もきちんと整理してやっていきたいというふうに思います。
委員長　　ほかにございますでしょうか。
（なし）

委員長　　では、お諮りします。日程第一　議案第１４号「平成２４年度板橋区登録文化財の諮問について」、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委員長　　では、そのように決定します。

○報告事項

１．平成２４年第２回区議会定例会（６月）一般質問答弁要旨
（資料庶－２・庶務課）

委員長　　続きまして、報告事項を聴取します。報告１「平成２４年第２回区議会定例会（６月）一般質問答弁要旨」について、教育長から報告願います。
教育長　　では、６月８日に開催されました第２回区議会定例会の一般質問について、ご報告いたします。

　今回は教育委員会への質問が非常に多くて、特に教育委員会を中心に質問をされるという方もいらっしゃいまして、答弁用紙が７０枚ほどと、以前と比べてもかなり多い答弁の内容でした。

　初めに、自民党の山田貴之議員から、この方は文化についてやっていらした方でしたので、文化振興について質問がありました。

　できるだけ子供たちに実物を見せたいということで、区外の上野の博物館ですとか、ぜひ、そういうところも学校の中で活用できないかということでしたけれども、交通費等もありまして外へ行くというのは難しい状況もございますので、色々な文化施設で行われる催し物等の案内について、家庭に配布して、家庭で連れていってもらうということになるだろうということでお答えしています。
　それから、いきいき寺子屋事業をもう少し支援してもらえないかというお話もございました。

　いきいき寺子屋事業は、各学校でかなり進んできていまして、もう１０周年を迎えているんですけれども、非常に活発に地域の方等に応援していただいてやっているところもあれば、大変だという本音を漏らされているところもありますので、情報交換会をきちんと開いておりますので、寺子屋運営連絡協議会ですとか、全実施校による寺子屋会議等を開いていますので、そういうところを通して、少し人材確保の共有化等も含めて応援していきたいということでお答えしました。

　それから、芝生に関してですけれども、芝生に関しては今６校が具体的に芝生化していますけれども、他の学校も東京都の貸し出しの芝生を利用したりして、かなり積極的にやってきています。今年度は、志村五中で芝生化することにしております。

　それから、次が自民党の田中しゅんすけ議員で、学校図書館の機能についてのご質問でございました。

　板橋の場合は、国の基準を上回る予算措置を、図書に関して行っているんですけれども、なかなか学校の方がその図書購入予算を生かし切れていないというところがありますので、今後、学校図書館の活用を含めて、もう少しきちんとした指導をしていきたいということでお答えしています。

　それから、司書配置の拡大についても、今年度は週１回、一日６時間で全校に配置して、中学校からも大変成果があるという報告がありましたけれども、何とか、これをもう少しでも増やせないかというところで、今後、また予算要望等もしていきたいと思います。

　それから、租税教室を、租税教育推進協議会という税務署が事務局となっているところで開催していますけれども、これの実施校が平成２３年度は３５校というふうに、かなり増えてきています。

　講師を、税理士会の若手の方々が、かなり勉強してやってくれておりますので、比較的分かりやすくて、おもしろいという評判があります。今後は、例えば土曜日授業のときに、親と一緒に学ぶ租税教室だとか、そういうものも含めて考えて、さらに拡充できればというふうに思っています。

　それから、杉田議員は、かなり多いんですけれども、初めに、学校のＩＣＴ化について、できるだけ早く校務支援システムを入れた方がいいのではないかというご指摘がありました。校務支援システムについては、後で別の議員からも指摘がありますけれども、学校の副校長、それから教員の事務処理等を含めて、簡素化をする１つの大きな要因になりますので、教育委員会としても早期に入れていくべく鋭意努力中ですので、その旨をお答えしています。

　それから、特別支援について、教員の研修をしっかりしてもらいたいという要望もございました。

　それから、次は、なんば議員ですが、なんば議員は豊後高田市に公明党として視察に行ってこられまして、そこで見てこられたことが大変よかったので、板橋で同じようにできませんかというような趣旨の質問でした。

　１つは、「２１世紀学び塾」という、教職員ですが地域ボランティアを有効に使って、補習をかなりやっていまして、学力向上を図っているという事業をやっています。

　同じように、板橋でも教員のボランティア制度をつくって、教員にもきちんと協力を得ながら、放課後等の補習授業等に力を入れるべきであるという話でしたけれども、板橋の場合は、地域の方ですとか学習指導講師を活用して、今、フィードアック学習を時間外にやったり、それから、「あいキッズ」の中でやったりしておりますので、それをもう少し拡充できればというふうに考えています。

　それから、教職員のボランティア制度については、板橋は豊後高田市のように地域の中に教員が、かなりの数が住んでいるという状況にはありませんので、これは制度としてつくるのではなくて、放課後、自主的にやっていただいたりしている場合もありますので、特に制度としては、今のところ創設する気持ちはありませんということでお答えをいたしました。
　それから、次のページですが、なんば議員には、あいキッズについても一生懸命取り組んでいただいておりますので、もう少し早く全校で実施できるように努力すべきであるというご意見で、学校の中に入れるということが難しい、その原因が、学校側が使っているという教室でもう満杯ですというふうに、学校側に言われているのでは進まないので、教育委員会で、きちんと順位をつけて、規則等で決めて、あいキッズに転用するならするという措置を取るべきであるというようなご意見、これは前もいただいていますけれども、いただいています。

　あいキッズを平成２７年度までにできるだけ学校の中に入れたいと思っているところですけれども、実際にもう平成２６年、２７年の最後の２年間の実施をどこにして、どういう形で入れるかというところを今詰めております。

　やはり、教室の使用に関しては、その段階で学校側とも十分連携を取りながら、大分、各学校に協力を得て今やってきているところですので、あえて要綱ですとか規則で定める必要はないだろうというふうに考えています。

　ただし、今後かなり難しいところで、学校の中の教室がどう転用しても足りないというところが出てきますので、何校かについては特別な対応をしなければいけないというところが出てくるだろうというふうに考えて、今、詰めているところです。

　それから、なんば議員の分は、かなりありまして、（４）の学校のリスクマネジメントについて、今回のように色々豪雨があったり、台風があったり、地震があったりしていますけれども、その辺のリスクマネジメントを、もう少ししっかり校長にしてもらわないと困るということで、その辺についてのご質問がございました。

　それについては、校長としての基本的な職務と考えていますので、教育委員会としては、校長がリスクマネジメントをきちんとできる能力をつけられるように、研修等を含めて、指導していく必要があるというふうに考えています。

　それから、次のページで、学校給食の放射線測定について今まで区としてやってきたけれども、それについてはどういうふうに評価しているのかということです。それと、今年の検査についてはどういうふうにというご質問がございました。

　板橋区の場合は、子供を持つ保護者の不安解消と安心確保のために、学校給食において、昨年度まで１６検体の検査を行っていまして、すべて放射性物質は不検出という状況です。

　検査は学期ごとに実施しておりまして、一定量の全量検査なども組み合わせて実施していまして保護者の不安に対応していますので、今、食品の基準値等も大分厳しくなってきましたので、今までのやり方で板橋区としては十分役割を果たしているだろうというふうに考えているところです。

　今年についても同様に、１回の検査、数日分の調理済みの給食を合わせて１検体として検査をしたり、それから食品別に検査をしたりということで、概ね１学期に１回ずつ、昨年同様にやっていきたいというふうに思っています。

　それから、東京都の検査が始まりまして、それの活用ということで、これは事前検査でないとできないものですから、生鮮食料品は無理で、乾物ですとか、事前に学校に納められるものについて、この東京都の制度を利用して、さらに追加して検査をしていきたいというふうに思っています。

　それから、魚類の放射線について心配があるという声がありますので、適時、必要なものについては今までやっている検査の中に入れ込む予定ですけれども、今回、小魚ということで鯵を使用する予定がありますので、鯵の検査をする予定にしています。
　次に、学校給食費についてのご質問がございました。学校給食費についてはかなり厳しい状況で、値上げしない中で本当に厳しい状況で、学校側の努力によって成り立っていますけれども、もうそろそろ今の給食費でやっていくことに限界が出てきています。

　今回、本当に緊急措置で、単年度限りということで、米の価格上昇分を補てんするという目的で、一部、区でお米を購入して各学校に配布するという公費補てんをいたしました。

　これに関しては、今後、議会の中でも問題になってくるかと思いますけれども、行政側としては、本当に今年度限りしかできないという判断をされているところでございます。

　他区との比較ではどうなんだという、給食費の比較も聞かれましたけれども、板橋区の場合は給食費自体がかなり安くて、小学校で２３区中２０番目、中学校で１９番目という単価が低い状況があります。
　その辺をお知らせしまして、昨年度行った事務局の検討の中では、１食当たり１０円程度の値上げをさせていただきたいという結論がでているところでございます。

　次に、学校施設の要望ということで、今回は特にトイレの洋式化についての要望が出されました。
　なんば議員から、トイレの洋式化率が３０％になっていない学校が２４校あるので、最低限それを３０％までに引き上げてはどうかということです。便器の洋式化だけとらえると４，５００万円程度ということなので、学校トイレの場合は、体育館の周辺ですとか１階ですとか、避難所になったときにも使いますので、そういうところも考えて、少し目標値を設定して計画的に取り組んでいきたいというふうに考えています。

　それから、校務支援システムについては、できるだけ早く入れた方がいいというご指摘がございました。
　かなり経費面でかかるところなので、入れたいのは山々なのですけれども、安いために機能が悪いということのないように、内容も検討しまして、区のシステム検討部会の中で検討してもらうことにしております。

　それから、大田議員に関しては、学校の適正配置に関する基本方針についてということでご質問がありまして、できるだけ学校規模に関する問題意識を各学校で、地域の方や保護者等を含めて早い時期に共有させるべきであるということで、今回、第一段階で、学校運営協議会等で状況をお話しし、論議をしていただくということで、この問題の共有化については積極的に図っていきたいということでお答えしています。
　次の、はぎわら洋一議員に関しては、給食費の未納についてどうなのかということと、先払い食券をつくって、要するに、未納にならないように先にお金をもらって食券で食べるというような方法はできないのかというご質問がございました。

　給食費の未納については、学校側も、担当の学務課もかなり努力をしてくれていまして、６カ月以上の未納が続いた場合はかなり督促するんですけれども、それでも応じない場合は区長の督促状を送付して、さらにもう一回最終督促をして、それでもだめなら簡易裁判所に支払督促の申し立てということになっています。

　昨年度は、この支払督促を数名しましたけれども、結局、すべて支払いに応じてくれている状況です。今年も、何人か支払われない状況が出ていますけれども、今年も見ていますと、去年払ったはずの方がまた継続してというような方もいらっしゃるような状況です。
　それから、先払い食券については、これは給食の持つ役割は、栄養面だけでなくて食育という観点からも大変大切だと思っていますので、券を買えないために食べられないという状況を起こすわけにはいきませんので、今の状況では先払い食券制度は、板橋区としては考えていないということでお答えしています。

　それから、小林おとみ議員に関しましては、特に学校選択制について問題があるのではないかというご質問でした。

　この後、中妻議員も同じ質問が出ましたけれども、平成１５年度に指定校変更制度が弾力的運用になったところから、児童・生徒にかなり動きがありまして、それに対応できなくなって学校選択制をつくったということがあります。

　板橋区の学校選択制は本来の指定校を、自信を持って選んでもらうための学校選択制というふうに申し上げているのですけれども、なかなかマスコミの声が大きいものですから、そうなっていないということもあります。今年度から、小学校については隣接区域のみの選択制に変更したところですので、この辺をきちんと検証しながら、問題があるので隣接区域制にしたというところもありますので、前回も話が出ましたけれども、引き続き、よりよい就学制度にするように検討していきたいというふうに思っています。

　それから、大山小学校についてのご質問が何名かの方から出ています。大山小学校については７月中には結論を出そうということで、協議会でかなり精力的に、こちらからも対応して詰めているところです。

　それから、佐藤としのぶ議員は、契約の問題をずっと取り上げていらしたのですけれども、その中で、あいキッズで使用しているプレハブの建物があります。このリース契約は、再リースなどを行っているけれども適切に契約が行われているのかというご質問でございました。

　本来、あいキッズの場合は、いずれは学校の中に入れたいということでやっていますけれども、契約期間を超えて再リースをする場合も出てきています。

　これからも再リースが必要になってくるかと思いますので、そのときはきちんとした適正な契約をするということで対応していきたいというふうに考えています。

　それから、子育て支援で、幼稚園の入園料の補助と負担軽減補助について、板橋の場合は、親が申請してから交付されるまでの期間がちょっと長過ぎるのではないかというご指摘がありました。

　これは、事務的なところで時間がかかっているのは事実ですが、私立幼稚園側とも少し協議しまして、できるだけ申請をしてから金額がおりるまでの期間を短くできるように事務改善を進めていきたいというふうに思っています。

　それから、中妻議員は、先ほども出ましたけれども、学校給食食材の事前検査をあくまでもやるべきだというご意見で発言があったのと、学校選択制の理由を限定してもっと狭めるべきであるというご指摘がございました。
　それから、あとは学校の設備が大分老朽化しています。それについて、かなり具体的なご質問が出ておりました。

　最後に、井上議員に関しては、アメリカで実際にやっている、「ティーチ・フォー・アメリカ」という教育ＮＰＯがあるのだそうで、今、日本に「ティーチ・フォー・ジャパン」という形で入っていて、学生さんなどを中心にして、生活保護の比率の非常に高い地域ですとか、あとは被災地に行って子供たちに学習支援をするという活動をされているということで、以前、北区で夏休みの補習を少しお手伝いしていただいたというような実績があるようで、これをぜひ板橋でも使ってくれということですので、今、近隣の大学とも連携をして学習支援ボランティアとして入っていただいて学習支援をやっていますけれども、ここのＮＰＯ法人についても連携していけるのであればということで研究していきたいということでお答えしました。
　非常に雑駁ですけれども、以上です。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　校務支援システムというのは、結構、お金がかかるものなのですか。
庶務課長　　ものによりますけれども、今、想定しているものについては、リースの期間とか色々ありますので、本当に雑駁ですけれども、４億５，０００万円ぐらいは全校に入れるとかかるのではないかというふうに積算しています。

谷田委員　　それは、毎年ですか。
庶務課長　　いいえ、初年度で初期投資です。

谷田委員　　ランニングは別ですよね。
庶務課長　　そうですね。機器類等、何年かリースしますので、そこはそんなにかかりませんけれども、今のところ、来年度、例えば稼働させようということであれば、そのぐらいはかかるであろうというふうに思っています。
今井委員　　やり方ですよね。先生方が、例えば、要するに、日ごろの子供たちの色んな評価のデータを入れるというのから、名簿だとかそういうのから、事務さんがやってくださっているような業務とか、そういうのをどの範囲まで。要するに、教育用以外はすべて網羅するとしたら、その校務システムの導入とともに人の配置とか、働き方とか、そういうトータルなデザインと、そのタイミングはすごく大事だと思うし、むしろ、そこをセットでシステム要件を考えているみたいな発想をすると、多分、トータルで全然安くなってしまうことがあり得てしまうような気がしています。

　「トータルで」というのは微妙な言い方ですが、何とか費、何とか費というのをトータルで安くなるような印象は持ったんです。何のために何を入れるのかという、そこをしっかり議論すると色々見えてくるような気がします。

庶務課長　　これまでも検討会を開いて、学校の先生方にも入っていただいて、その意味では現場の声を考えてはおります。
　それともう１点は、パッケージでもう開発されているものがありまして、ソフト系も個別には中学校などで入っている学校もありますので、それを包括して、なおかつ板橋区でうまく運営ができるようにと考えているところであります。
もちろん、委員がおっしゃっているような事務改善の部分も当然考えながらやりませんと使い勝手が悪いものになってしまうと思います。
委員長　　その校務支援システムという確立されたものは何社かあるわけですか。
庶務課長　　複数ありますけれども、そんなに多くはありません。今、認識しているのは、普及率が高いところでいうと２社程度しかないと思っています。

今井委員　　学校というビジネスモデルを包括的に織り込んだようなパッケージというのが最近は主流で、ローカルな規則とかは全部そこに、自然に入るような形にまでなっているんですけれども、もし入らないならばパッケージに合わせようみたいな発想がすっと浸透するとすごく便利なシステムです。

　そこで、微妙な、コンマとコロン、セミコロンがどうしてもとか、そういうような物すごく小さいことでこだわりを主張する人が何人かいると大変不便だという、印象ががらりと変わってくるようなものですね。

庶務課長　　担当の人が懸念しているところではございますけれども、そこも含めて、何とか早く本当に皆さんに使っていただくものにしたいというふうに思っています。
委員長　　多分、ほとんどの先生はパソコンをきちんと使っておられるので、まず問題ないと思うのですけれども、中には、校務システムが入って、かえって仕事が遅くなったという人も。私のもとの会社で考えると、結構、そういう人もいました。

　でも、慣れてくれば、絶対そちらの方が楽になってくるので、当初、色々あるのは仕方がないと思います。ほかに。

谷田委員　　この学びの共同体というのは、「２１世紀学び塾」ということは、具体的にはどういうこと、先生のボランティアというのはどういうことなんですか。
教育長　　豊後高田でやっているものです。豊後高田は小さな町ですけれども、教育を市の行政の運営の中心に据えているらしいんです。

　もう小さいところだから、もちろん塾などもないし、子供たちも塾に通っているということもなくて、子供の学力をどう伸ばすかというのを学校が中心になって、それをボランティア制度として教員が支えて、地域の人にも入ってもらって、各学校で補習教室みたいな、要するに、塾みたいなのをそれで全部やっているんだそうです。
　それがそこに集まってくることで、その地域の活性化を図っている。それが行政に結びついている。多分、うちで進めようとしている地域会議など、ああいう形態を学校の運営を中心にやろうとしているのではないかなというふうに。

谷田委員　　教職員のボランティアというのは、先生たちが、仕事とは別にボランティアで指導するということなんですか。
教育長　　そうです。休日だとか、夏休みだとかのところで、ボランティアの制度に登録した先生が出てきて教えるということを中心に、それが学び塾というように。

委員長　　先生のボランティアというのは、休日とか夏休みでも当然年休を取ってということですよね。年休なり休みを取って。先生が本来のお給料をもらっている時間帯にやるのはボランティアではないですよね。

教育長　　そうですね。

委員長　　だから、実際にはやる時間というのは余りないような気はしますよね。
教育長　　そうですね。確かに。

今井委員　　労働法的に大丈夫なのかなと思います。

教育長　　ボランティアに多分してしまっていることで、そういうことで大丈夫かと思うのですけれども。

今井委員　　板橋の先生方は、ボランティアをやってもらうとしたら、違う種類のこととか、違う世界のことをやっていただきたいですよね。それでリフレッシュもするでしょうし。
教育長　　時間内にしても、授業が終わった後の補習などを先生方はかなりやってくれたりしていますから、それは自分の勤務の中でやっていることなので、あえてボランティア制度というのをつくらなくてもいいのかなというふうに考えています。

谷田委員　　同じ仕事でボランティアというのは。分からないですけれども、例えば、そういうことをやったときに、あの先生はボランティアをたくさんやっているからといって、学校の先生はすごい、すごいと言われても困りますよね。

　そんな簡単な話ではないような。地域的に小さい中でやっているから、こういうふうな考え方がいいのかもしれないですね。
今井委員　　大都市の教育政策としては余り良さそうではないですね。
教育長　　そうですね。今、板橋でボランティアをやって、もっと時間外の夜だとか土日に出てきて子供を教えろという教員がいたら、それをやるよりは、翌日の授業の教材をきちんとそろえてもらうとか、それをやってもらいたいところですよね。教える補習などは、地域の人だとか学校支援の学生さんだとか色々、人はいますので。

本山委員　　板橋区の場合ですと総合ボランティアセンターみたいなものがあって、去年などは被災地に、学校の先生が大分ボランティア活動で行ってくださいましたよね。

　学校でつくらなくても、そういう地域にあるシステムを使っていくというのも大事なことかもしれないですね。何でもかんでも学校を通してではなくて。

委員長　　その地域の事情にも色々よると思うので。
教育長　　そうですね。

委員長　　まずは、豊後高田と板橋区は同じような条件ではないので、そのまま適用はまず難しいと思いますし、例えば成増ですと、成増にたまたま引っ越してきたという人にこの間聞いたことがあるのですけれども、学習塾が余りたくさんあるのでびっくりしたというので。僕も幾つあるか分からないです。少なくとも１０はあります。
本山委員　　たくさんありますね。

委員長　　だから、そういう環境のところと、そういうのが全くないところとではまた違ってくると思うし、塾に行けばいいというわけではないですけれども。
本山委員　　別の話ですけれども。４ページに特別支援教育について、今年から特別支援学級担任と通常学級担任を対象に合同研修を実施する予定だそうですけれども、この参加者というのは、任意で参加するんですか。それで、どのぐらいの規模になるのでしょうか。

指導室長　　学校は、誰が参加してもいいという形で、基本的にはなります。
　授業参観するのは、固定学級の授業を一般の普通の教員が見に行って、どんな形の指導をしているかというのをする予定であります。
　何人集まるかは今のところ分からないですが、少なくとも各学校１人は見にきなさいという縛りをかけるつもりではおります。

本山委員　　私も学校公開が大好きで、時間が取れれば拝見しに行くんですけれども、気になる生徒と、その生徒に対する対応で気になることは間々あるんです。

　学校長とお話しできるときなどは、どうなんですかとお話しすると、確かに、その先生の指導力というのか、特別支援への理解が低かったりするんですけれども、少人数指導している教室においても置き去りにされている子などがいたりして、そのときだけ拝見するので、その状況、特別支援を必要とする児童なのかどうかは分からないんですけれども、担当している先生が個別に課題を与えていないことだけは明らかなんです。
　ついていけないのだったら、ついていけないで、それなりにその子に合わせた課題を与えてほしくて、その子供はずっと４５分間おとなしくそこの机についているだけなんです。

　それから中学校でも、少人数指導であるにもかかわらず、「あなたとあなたは答えなくていいからね」と言って、その課題をしなくていいというふうにしている先生がいるんです。

　少人数指導だったら、その子のできる課題を先生方は用意できるはずだと思って、少人数指導のときに取り残されている子供がいると、「えっ」と思うことがあるんですけれども。

　この参加者の先生を各校誰でも１人は参加というふうにすると、多分、そういう、普段特別な指導に関心のない先生は申し込まないのではないですか。だから、この研修を受けてほしい先生がお出になるかどうかはとても疑問に感じるのです。
　でも、校長先生がそういう先生に行ってみたらどうかという声掛けをしてくださったりすれば違うとは思うのですけれども。そういう特別支援に対する理解を深めるという研修は余りにも少ないかなという気がいたします。
教育長　　教員の特別支援、特に発達障害に対する認識は学校でも色々研究したり、実際に必要な子がたくさんいますから、かなり対応はしているんですけれども、まだまだ認識は低いなという方がいらっしゃるのは事実なので、今後も少し、きっちり研修などをしてで認識を高めていく必要があるというのは痛感しています。

委員長　　あと、図書館の充足が十分でないといいながら、予算が全部使われていないような例もあるんですね。

学務課長　　学校の司書が配置されましたので、今、色々集計しているところなんですが、平成２３年度に関しましては、全校平均で約９９％の執行率になっていますので、かなり学校も意識して与えられている予算を最大限活用はしていただいているという状況になってきています。

　ただ、標準図書の達成という部分では、まだ標準図書を達成していない学校もありますので、中身はどうかという問題もあるのかもしれませんが、まずは冊数をきちんと整備するということが大事だと思いますので、司書が入って、大分古い図書を整理したり、台帳の整理は進んでおりますので、達成したところはこちらでも分かりますので、上がってきますので、平成２３年度の結果ができ次第、また、きちんと学校側に伝えて、まずは１つのハードルをクリアするように要請はしていきたいと思っています。

委員長　　ＰＴＡさんとか、その辺りが、学校の状況を見て本の寄贈を行ったりすることもあるのではないかという気がしますけれども。
学務課長　やっぱり、司書が入る前に、古い本のままずっと残っていたり、それが例えば改築とかのときに一斉に廃棄した関係で、一時ごそっと標準図書から落ちてしまっているとか、そういう事情もあるようなんですけれども、そういった場合に、学校さんに何校がお聞きしたのですけれども、ＰＴＡや地元の方のご厚意でそういう方法もとっているようなことはおっしゃっていましたので、この辺は色々と工夫しながらやってはいただいているという状況だと思います。
教育長　　図書のデータベース化は１００％済みましたし、それから一日ですけれども図書館司書が入ったということで、おくれていた中学校の対応も少しずつよくなっていくのではないかというふうに思っております。

　ただ、文部科学省が平成２４年度予算で図書館司書と学校図書館の充実というのをかなり強く打ち出していまして、学校標準はもちろんですけれども、司書については週に５日間の配置で半分の学校の予算をつけたということで大分宣伝をしています。
　残念ながら、東京都の場合は地方交付税措置なのでお金が入ってこないものですから、東京都はその辺の方針を出してくれないものですので、地方の方がどんどん進んでいってしまうかなという感じがしています。

　その辺を契機に、一日でも増やせないかということで予算要望はしようと思っているんですけれども、大変厳しい財政状況ですので、クエスチョンマークというところです。

委員長　　ほかにございますでしょうか。

（なし）
委員長　　では、なければ、報告２に移ります。
○報告事項

２．平成２４年度「教育委員会が行う点検・評価」一次評価の報告及び外部評

　　価の実施について
（資料庶－１・庶務課）

委員長　　報告２「平成２４年度「教育委員会が行う点検・評価」一次評価の報告及び外部評価の実施について」、庶務課長から報告願います。
庶務課長　　それでは、右肩に「庶－１」と書いてある資料をお願いいたします。

　平成２４年度「教育委員会が行う点検・評価」一次評価の報告及び外部評価について、ご報告するものでございます。
　平成２４年度の地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づく、教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価に関わる一次評価及び外部評価を、下記のとおり報告・実施いたします。
　外部評価の実施ですけれども、外部評価委員さん４名にお願いしてございます。

　今申し上げました法律の中に、この外部評価に当たっては教育に関する力のある方を活用するようにという条文が含まれてございますので、それぞれ学校に関わりのある、学校教育に知見の高い方たちをお願いしているところでございます。

　外部評価の実施予定日は、平成２４年７月２日を予定しております。

　実施の方法でございますけれども、外部評価委員が、各所管課長が評価した一次評価、後ほど説明するものですけれども、それに基づき、所管課長、担当課長より外部評価ヒアリングを行いまして、外部評価を行うということです。所管の説明を聞いていただきながら、外部評価委員さんとしての評価をしていただくということでございます。

　点検・評価全体のスケジュールでございますけれども、本日、この一次評価を教育委員会に報告させていただいています。

　７月２日に、外部評価を実施させていただきまして、７月下旬から８月にかけまして、外部評価結果報告及び二次評価案の検討をお願いするところでございます。９月上旬には、教育委員会の評価として二次評価を決定していただきまして、１０月上旬には区議会、文教児童委員会に報告をさせていただきます。合わせまして、広く公表をさせていただきたいというふうに思っているところでございます。
　それでは、一次評価の報告というところの説明を簡単にさせていただきます。

　総括表はついていませんけれども、評価表のつくりにつきましては、昨年度と変更はございません。「いたばし学び支援プラン」の施策評価ということでさせていただいてございます。

　８つの重点事業、そのうち施策番号１につきましては、内容を２つに分けて評価を行ってございます。

　また、その施策ごとに重要事務事業をつけていますけれども、全部で５１事業ございます。そのうち、「順調」というふうに事務事業単位で評価しているものが４４、全体でいうと８６．２％ということでございます。「遅延」が９．８％、「事業移行」が２％程度です。「達成」が２％程度ということでございます。

　この９つの施策について、所管課長が一次評価をさせていただいております。「順調」が８、「遅延」が１ということですので、８８％を超える比率で「順調」というような評価をさせていただいているところでございます。

　個別に、簡単に説明をさせていただきます。

　施策番号１につきましては、重点１豊かな心とすこやかな体の育成ということでございます。
　こちらは、そこに施策目標が書いてございますけれども、いのちの大切さについて共に考え、自分や他人を尊重する気持ちをもった、人間性あふれる豊かな心と健やかな体を育むということでございます。

　事務事業の評価については、「順調」６、「一部遅延」等３ということになっております。

　一次評価につきましては、全体のバランスを考えまして、「順調」というふうに評価させていただいております。

　大まかな事業は大半が順調に推移しているということと、「一部遅延」につきましても、体力向上推進委員会等を継続して設置して取り組んでいくということで、「順調」とさせていただいてございます。

　１の枝葉に分かれている部分が、特別支援教育ということになってございます。

　次のページに評価を書かせていただいております。

　ここの事務事業３事業ですけれども、どの事業も順調ということで、「順調」という評価をさせていただいているところでございます。

　施策番号２につきましては、確かな学力の育成ということでございます。

　８つの重点事務事業がございますけれども、ほぼ順調ということで「順調」が７、「事業移行」が１ということでございます。
　既にご案内のように、フィードバック学習につきましては、その対象を広げているということで、学力の向上に向けて順調に推移しているということでございます。

　次に、施策３になります。こちらは、読書活動の充実ということでございます。

　３つの重点事務事業につきましては、ここで、唯一、今回の評価で、事務事業の中で「達成」というものが出てきております。一次評価も「順調」ということで、こちらも評価をさせていただいているところでございます。

　次に、施策番号４、教員の指導力向上でございます。

　次のページに重点事務事業を７つ評価させていただいています。

　こちらは、「順調」６、「遅延」１ということでございますけれども、「遅延」１に関しましては、教育支援センターの運営ということで、これも前回報告させていただいておりますけれども、基本計画もできあがりました。ただ、大きな課題でございますので、一次評価につきましては、この部分が「遅延」とさせていただいています。

　次に、施策５でございます。

　家庭における生活習慣の形成支援ということでございますけれども、主要事務事業が４つございまして、すべて「順調」ということでございますので、一次評価の方は「順調」ということにさせていただいています。

　施策番号６は、地域人材による学校・家庭支援の促進でございます。２点事務
事業が出ていますけれども、こちらは「順調」ということでございます。

　こちらの２番の学校支援地域本部事業の拡大ということにつきましては、区全体の本年力を入れる目玉事業ということでも指定されてございます。
　７番目が、安心・安全で魅力的な学校環境の整備ということでございます。

　こちらは６つ主要事業がございます。先ほどの校務システムの導入等々も鋭意努力をさせていただいております。成果には到ってないのではないかということもあろうかと思いますが、平成２３年度の経過ということでございますので「順調」という形で評価をさせていただいて、コメントをさせていただいてございます。

　そのコメントの中に、先ほども申し上げましたような財政状況等、課題もあるというようなことでご説明をさせていただいているところでございます。
　施策番号８が教育委員会の改革でございます。こちらは、３つの事務事業を
「ほぼ順調」ということで書かせていただいています。

　ただ、一次評価は「順調」ということで評価をさせていただいてございますけれども、こういう形で人の育成というような形のソフト事業ですので、継続して推進していかなければいけない。また、完璧という状態がなかなか目指しにくい分野でございますので、それを視野に入れながら努力していくということで、平成２３年度の進ちょく状況におきましては、「順調」ということで書かせていただいたところでございます。

　非常に簡単ではございますけれども、説明は以上です。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　外部評価委員さんというのは、毎年、ＰＴＡの会長さんに入っていただいていますか。
庶務課長　　はい。これまでの経緯では入っていただいてございます。
谷田委員　　やっていただくのは大変ですよね、これは評価を出していただいて。
庶務課長　　大変なご尽力をいただく作業だと思っておりまして、皆さんに本当に低頭してお願いしているところでございます。
委員長　　一次評価は「おおむね順調」ということで、あとは外部評価を受けて、我々が二次評価を例年どおりやればいいということでよろしいでしょうか。
庶務課長　　はい。どうぞよろしくお願いいたします。
委員長　　ということでよろしいでしょうか。

（はい）
委員長　　では、また二次評価をよろしくお願いいたします。
○報告事項

３．告示関係
　　板橋区立教育科学館の臨時休業について
（資料生―１・生涯学習課）

委員長　　では、報告３「板橋区立教育科学館の臨時休業告示について」、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　　それでは、生―１「告示第１７号」をご覧ください。
　毎年のことではございますが、教育科学館の夏イベントを７月２１日の土曜日から８月２６日日曜日の期間に行いますので、その準備のため、７月１９日木曜日、２０日金曜日の２日間、臨時休業をさせていただくため告示を行うものでございます。
　１枚おめくりください。

　今年のタイトルは、「２０１２年宇宙の旅～いたばしから宇宙へ～」ということで、科学館全館を利用しまして、夏休みイベントを行います。

　展示物といたしましては、玄関ホールにおよそ６メートルの「はやぶさ」の実物大の模型を設置いたします。また、Ｈ２Ａロケットやスペースシャトルの模型、宇宙服のレプリカ、宇宙食などの展示、さらには隕石に触れる等の体験コーナー等を開催していく予定でございます。

　これはまだ正式なものではないのですけれども、こういうふうなポスターでやらせていただこうかと思っております。

　なお、７月２１日は９時３０分よりオープニングセレモニーが行われますので、委員長、よろしくお願いいたします。

　以上でございます。
委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、お願いいたします。

本山委員　　今年は日食もあったせいか、宇宙に皆さんの関心が向いていて、そういうときに「はやぶさ」の実物大模型がくるなどというのは楽しみでございます。

委員長　　「はやぶさ」のように頑張るということで、よろしくお願いいたします。

○報告事項

４．成増社会教育会館サークルフェスティバル実施報告
（資料生―２・生涯学習課）

委員長　　それでは、報告４に移ります。「成増社会教育会館サークルフェスティバル実施報告」について、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　　それでは、報告をさせていただきます。
　今回、教育委員会では初めて、社会教育会館の事業について報告をさせていただきます。
　社会教育会館では大変多くの登録団体による様々な活動や講座が実施されておりまして、講座や大きな行事については、広報いたばしを中心に周知を図りまして、多くの区民の生涯を通した学びの場として参加していただくとともに、学びの循環という形で、集う、学ぶ、結ぶをモットーに輪を広げる活動を行っているところでございます。

　本日、ご報告いたします２つの事業は、いずれも社会教育会館では、参加者数としては一番大きい、また１年がかりの事業でございますので、ご報告をさせていただくものでございます。

　いずれもリーフレットをおつけしておりますので、そちらも合わせてご覧いただければというふうに思います。

　まず、生―２、成増社会教育会館「２０１２サークルフェスティバル」でございます。
　今年は、６月１０日の日曜日に、「私たちに出来ること、私たちがやりたいこと」というサブテーマで行われました。

　内容は、日ごろ、社会教育会館で活動しているサークル団体の発表会及び活動成果の紹介を行い、相互に交流し、新たな参加者を募っていくというものでございます。

　主催は、成増社会教育会館とサークルフェスティバル実行委員会で、開催までに何回も実行委員会を開きまして、内容について論議を重ねるとともに、会場の設営、片づけもすべて全員の協力で行っております。

　当日は、新しく参加したサークルも今年は増えまして、特に若い世代と世代間交流も目立ったという中で、１日で８２９名の来場がございまして、昨年より２００人も多いということで大変盛況でございました。
　区長も午後から駆けつけてくれまして、閉会セレモニーの前には大勢のフォークダンスの輪ができましたけれどもその輪に加わっていただきまして、私も一緒に加わったんですけれども足がちょっとよろよろとしてしまいまして、フィナーレでは全員で「ふるさと」の大合唱で、感動のうちに終了いたしました。

　また、館内には東日本大震災の被災地への募金箱も設置されまして、食べ物等の売り上げの一部も加えまして寄付をさせていただくことができました。

　アンケートでは、ここでも少し書いてありますけれども、「ステージが近くて、すごく幸せな気持ちになれました」、また「異年齢の交流で、いきいきとできた」と色々な声をいただきまして、サークル活動の活性化と交流が図れたこと、また、お孫さんなどもかなり来ていまして、家族が見学に来たことで生きがいにもつながるよい事業ができたというふうに思ってございます。

　こちらの方のご報告は以上でございます。
委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　多分、区報には載っていたと思うのですけれども、気がつきませんでした。
○報告事項

５．大原社会教育会館作品展実施結果
（資料生―３・生涯学習課）

委員長　　では、報告５「大原社会教育会館作品展実施結果」について、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　　続いて、大原社会教育会館第３２回作品展の実施結果について、ご報告をいたします。
　一部、訂正が生じましたので、本日、差しかえで机上配付させていただいておりますので、そちらの方をご覧ください。
　６月２日土曜日、３日の日曜日の２日間にわたって行われました。
　内容は、利用団体の作品の展示、活動発表・紹介、サークル体験教室でございます。

　来場者は、２日間で１，２１０名でございました。
　こちらの主催につきましては、実行委員会方式を取っておりませんので、大原社会教育会館でございます。

　ただし、当日の受付、ポスターのデザイン、あるいは印刷、事前準備などは参加するサークルが分担して担当しておりまして、これはサークル団体が主体的に行っているものでございます。

　今回は２６団体が出展いたしまして、全館を使用して行われました。

　ロビーでは、両日、午後、演奏会が開かれまして、見ている人も楽しめて、参加しているところでございます。歌声が響いておりました。
　出展された作品は、この日のために一生懸命１年をかけて制作した力作が並んでおりまして、どの作品も世界に１つしかないということもございまして、心がこもったすばらしいものばかりでございました。

　特に、ここに「篆刻」というのが書いてあるんですけれども、篆刻でございますが、これは、はんこです。石で彫ってやるやつなんですけれども、もう素人の域を完全に超えておりまして、本当にプロの職人のレベルで、私も本当にびっくりいたしました。

　出展者は中高年の方が多いわけでございますが、作品展を目標に活動を行うということは、退職後の生きがいづくりとして、また、こういうふうに一堂に会する機会を設定することにより励みになるなど、一層の交流が深まりました。今後も、ぜひ、これも継続していきたいというふうに考えております。

　ちなみに、こちらのフィナーレは、いたばしフォーク村という、結構、お歳が上の方たちの演奏をバックに、非常に懐かしい「見上げてごらん夜の星を」でございました。
　簡単でございますが、ご報告といたします。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　先ほどのもそうなんですけれども、これはやった後の報告というか、そういったことを区民の皆さんに知ってもらう機会とかというのはあるんですか。
生涯学習課長　　今のところ、それはございません。ただ、これは、やった後も例えば振り返りのことを社会教育会館はやっておりまして、今回もアンケートをしっかり採って、こういうふうな声が聞かれたんだけれども来年にどう生かしていくかということは、また、サークルの方たちとも話をさせていただくということができます。
　ですので、もう少しこの辺を区民に広めていくというふうな努力として何か考えられないかということは、今、こちらの方も検討しているところでございます。
谷田委員　　何か、ホームページに掲載してもらうとか、そういうことでもいいと思いますけれども、何か、少しずつそういったことも力を入れられたらいいのではないかと思います。
生涯学習課長　　今、成増社会教育会館では「壁新聞」をつくっていまして、館内に、手づくりで、どういうふうなサークルがあるかとか、今、社会教育会館でどういう動きがあるかということについてお知らせするようなことは努力しているのですけれども、なかなかホームページまでまだ行きついていませんので、その辺は努力していきたいと思います。
委員長　　そうですね。町会の回覧板に回していただけると、地元の人は行きやすくなると思います。
生涯学習課長　　分かりました。承知しました。
委員長　　区民の方がたくさん勉強しながら楽しんでおられるということで、結構ではないかと思います。
○報告事項

６．読書感想文コンクールについて
（資料図―１・中央図書館）

委員長　　では、報告６「読書感想文コンクールについて」、中央図書館長から報告願います。
中央図書館長　　それでは、資料図―１をご覧いただきたいと思います。
　読書感想文コンクールについてです。本年度も、小中学生の読書感想文コンクールを実施する運びとなってございます。

　内容につきましては、昨年との変更はございません。

　資料の１、趣旨ですが、こちらに書いてございますとおり、区で実施する読書感想文コンクールにつきましては、全国コンクールの地区審査としての位置づけとなっております。

　項目２の青少年読書感想文全国コンクールの概要ということで、まず、全国版についての概要について、こちらに記載しております。
　こちらの（１）開催趣旨というところに記載されていますとおり、開催の目的は、子供や若者が本に親しむ機会をつくり、読書の楽しさ、すばらしさを体験させ、読書の習慣化を図るということと、より深く読書し、読書の感動を文章に表現することを通して、豊かな人間性や考える力を育む。更に、自分の考えを正しい日本語で表現する力を養うとなっております。
　（２）以下につきましては、全国大会の応募要項となっておりますので、こちらは参考としての掲載ということでございます。
　次のページの３以降なのですが、こちらは板橋区の地区審査の概要となります。

　まず、（１）の感想文の募集でございますが、学校単位でそれぞれ募集しまして、審査は、小学校の方は教育会学校図書館研究部、中学校の方は中学校教育研究会国語科研究部で審査を行いまして、入賞作品を決定しております。
　各賞の内訳につきましては、記載のとおりでございます。

　（２）授賞のところですが、特選の２８名の児童・生徒さんにつきましては、区長から表彰状を授与することになっております。また、入選と佳作につきましては、各学校にて表彰を行うような形になっております。

　コンクールで特選を授賞した作品につきましては、東京都の読書感想文コンクールに出品するということになっておりまして、さらにそこで入賞しますと、全国コンクールに出品するということになっております。昨年は、板橋区の１作品が東京都のコンクールで入賞という形になっております。

　スケジュールにつきましては（３）のとおりで、７月に各小中学校にて作品の募集を開始いたします。９月いっぱいまで募集をしてまいりまして、夏休みの期間を利用して本を読んで感想文を書いていくということになるかと思います。

　審査会は１０月に予定しております。

　特選の受賞者の表彰式につきましては、１２月８日土曜日午後２時、仲宿地域センターで予定しております。

　表彰式の概要につきましては、ご覧のとおりになっております。

　なお、私立学校につきましては、東京都の私立学校の協議会がございまして、そちらの方で審査を行っているということで、それが地区審査ということになっておりまして、あとは東京都のルートに乗ってくるというようなことになっているという話です。

　報告は以上でございます。
委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　こんな機会を通して、小中学生がたくさん本を読んでいただけるといいかなとは思います。
　前回、中学生の未読率が非常に悪いというお話がありましたけれども、先日、電車の中で見かけると、中学生が一生懸命参考書を読んでいて、これでは一般の読書はなかなか読む暇がないなという感じはしましたけれども、でも、余暇を見つけて読んでいただけるといいなとは思っております。

　では、次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

本山委員　　昨日、教育長もご一緒したんですけれども、蓮根第二小学校の校内研究を見させていただきました。

　参加型授業というのですか、研究主題が「きらきら輝いて、ともに学び合う子の育成」ということで、蓮根第二小学校は、この研究課題で３年目の取り組みでした。
　中京大学の杉江先生が来てくださって、ご指導をしてくださったんですけれども、その研究授業がすばらしい授業で、本当に全員参加で「表現」だったのです。

　こういう研究授業で、体育の、しかも表現活動などが取り上げられるのはめずらしいのではないかと思ったのです。

　忍者への道ということで、なりきり忍者。忍者になりきって、それをグループでダンスとして組み立てて発表するというものだったんですけれども、小学校の体育の授業で忍者になりきるなどというのも初めて拝見いたしました。

　子供たちが本当に楽しそうに、全員参加で体を動かして、授業時間いっぱい体を動かして、あれだけよく動けるものだなと感心するほど動かしながら授業に取り組んでいました。

　指導者の先生もとても上手で、杉江先生からも、昨年の研究授業に引き続いて、また今年もべた褒めで、ワンランク上がったということでお褒めの言葉をいただいておりました。
　ああいう研究授業はすばらしいなと思って、できたら、区内のほかの学校の先生方にも見ていただいたらいいのにと思いました。すばらしい校内研究をしていらっしゃいました。

委員長　　ありがとうございました。ほかに報告事項はありませんか。

　では、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。
午前　１１時　２５分　閉会
PAGE  
1

